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関数を使う場所、効能

関数を使うときの方針

ひとまとまりの手続きは、一つの「部品」としてまとめる

関数を使った方が便利なシーン

同じ動作でも簡潔かつ分かりやすくなる



関数定義

int max (int a, int b, int c){
int max = a;

if(b>max) {
max =b;

}
return max;

}

返却値型

関数名 仮引数宣言節

関数本体



返却値型とは
関数が返す値である返却値の型です

型の種類

int型 -32768~32767の整数の値を返す
返す値がint型である

注意！
return を書いて返さないとエラーがでます
逆に返さない型もある→void型



void型
値を返さない型

何も返さないが、値を更新することはできる
Ex. ある変数を事前に定義しておき（グローバ
ル変数）、ある関数を呼んで実行すると更新が
できる。



仮引数宣言節とは
()で囲まれた部分は、補助的な指示を受けるため
の変数である仮引数の宣言節

引数として、値のやり取りが行われるメカ
ニズムのことを、値渡しと呼ぶ

関数間の引数の受け渡しは、値渡しによっ
て行われる

注意！実引数との違い

←仮引数

←実引数
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